調　査　の　要　領
１．調査事項

（１）魚種別漁業種類別漁獲数量

（２）魚種別漁業種類別漁獲金額

２．調査時期

毎　月

３．調査範囲

本県内に水揚げされたすべての海面魚介類（運搬魚介類を除く。）

４．調査方法

調査員が担当区域内の海面漁業協同組合、魚市場、その他の団体等を毎月巡回し、これらの団体等において作成した台帳等から資料を収集する方法

５．利用上の注意

この調査は属地計上です。属地計上とは、生産物が水揚げされた地域に漁獲量等を計上することをいいます。

また、数値は四捨五入してあるので、各表や統計表中の構成比の和は100％にならない場合があります。

結果の概要
１．漁獲数量及び漁獲金額

（１）概況

平成１９年の青森県の漁獲数量は２９５，６９５トンで、漁獲金額は５７２億
１，６９７万円となった。これを前年と比較すると漁獲数量で１７，２６５トン
（６．２％）増加し、漁獲金額で２５億４，１６４万円（４．６％）増加した。

（２）主な増減要因

漁獲数量が増加した主な要因は、「ほたてがい成貝」、「するめいか（近海・生）」、
「ほたてがい半成貝」、「するめいか（近海・船凍）」等の増加によるものである。

（３）過去１０年間の平均との比較

平成１９年の漁獲数量及び漁獲金額は、過去１０年間の平均と比較すると数量で
１２．８％、金額で１０．０％、それぞれ下回っている。
表　年次別漁獲数量及び漁獲金額の推移
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図１　年次別総漁獲数量及び総漁獲金額の推移

２．月別漁獲数量及び漁獲金額

（１）月別漁獲数量

平成１９年の漁獲数量を月別にみると、８月が４５，２４７トンで最も多く全体の１５．３％を占め、次いで９月の４０，１４４トン（１３．６％）、７月の
３８，２７５トン（１２．９％）となっている（図２、第３表）。
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図２　月別漁獲数量
（２）月別漁獲金額

平成１９年の漁獲金額を月別にみると、８月が６９億６，４３０万円で最も多く全体の１２．２％を占め、次いで７月の６３億９，３２０万円（１１．２％）、１２月の５９億５，７６０万円（１０．４％）となっている（図３、第４表）。
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図３　月別漁獲金額

３．魚種別漁獲数量及び漁獲金額

（１）分類別漁獲数量及び漁獲金額

①分類別漁獲数量

漁獲数量について魚類、貝類等の分類別にみると、いか類等の「その他の水産動物」が１０５，５５６トンで最も多く全体の３５．７％を占め、次いで「貝類」
１０２，２８２トン（３４．６％）、「魚類」８４，５６１トン（２８．６％）、
「藻類」３，２９６トン（１．１％）の順となっている（図４、第５表）。

これを前年と比較すると、「その他の水産動物」は２，５９６トン（△２．４％）減少、「貝類」は２８，０１２トン（３７．７％）増加、「魚類」は７，７７７トン（△８．４％）減少、「藻類」は３７５トン（△１０．２％）減少した。
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図４　分類別漁獲数量の構成比（％）
②分類別漁獲金額

漁獲金額を分類別にみると、「その他の水産動物」が２６５億８，０７６万円で最も多く全体の４６．５％を占め、次いで「魚類」１７４億７，６０２万円
（３０．５％）、「貝類」１２０億８，７７７万円（２１．１％）、「藻類」
１０億７，２４２万円（１．９％）の順となっている（図５、第６表）。

これを前年と比較すると、「その他の水産動物」は９億４，０８８万円（３．７％）増加し、「貝類」は１億６，７２５万円（△１．４％）減少し、「魚類」は
１８億０，７８５万円（１１．５％）増加し、「藻類」は３，９８３万円（△３．６％）それぞれ減少した。
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図５　分類別漁獲金額の構成比（％）

（２）主な魚種別漁獲数量及び漁獲金額

①主な魚種別漁獲数量

主な魚種別の漁獲数量及び構成比をみると、「ほたてがい」１００，９８７トン
（構成比３４．２％）、「するめいか」７９，０４５トン（２６．７％）、「さば」
５１，３９５トン（１７．４％）、「あかいか」１７，７２１トン（６．０％）、
「さけ」５，９００トン（２．０％）、「たら」４，６６１トン（１．６％）などとなっている。

これを前年と比較すると、漁獲数量が増加した主な魚種及び数量は「ほたてがい」
２８，２８５トン（対前年増減率３８．９％）、「するめいか」２６，８４４トン
（５１．４％）、「ぶり」９２２トン（７２．０％）、「たら」８７６トン（２３．１％）、となっている。

一方、漁獲数量が減少した主な魚種及び数量は「あかいか」３０，３９１トン　　（△６３．２％）、「さば」６，１１７トン（△１０．６％）、「いわし類」
３，１１２トン（△５４．６％）、「さけ」１，０２９トン（△１４．９％）となっている（図６、第１表、第７表）。
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図６　主な魚種別漁獲数量の構成比（％）

②主な魚種別漁獲金額

主な魚種別の漁獲金額及び構成比をみると、「するめいか」１６０億５，１５７万円（構成比２８．１％）、「ほたてがい」１１２億６，７３３万円（１９．７％）、
「なまこ」３３億８，０６７万円（５．９％）、「さば」３３億７，３１０万円
（５．９％）、「あかいか」３０億８，４３０万円（５．４％）、「まぐろ」
３０億５，２０４万円（５．３％）、などとなっている。

これを前年と比較すると、漁獲金額が増加した主な魚種及び金額は「するめいか」３２億６，０２７万円（対前年増減率２５．５％）、「さば」９億５，８７９万円
（３９．７％）、「まぐろ」５億９，３０３万円（２４．１％）、「なまこ」
４億８，７３５万円（１６．８％）、となっている。

一方、漁獲金額が減少した主な魚種及び金額は「あかいか」２８億１，７３１万円（△４７．７％）、「さけ」２億６，１２６万円（△１２．７％）、「やりいか」
１億４，２７６万円（△８．５％）、「いわし類」７，９６２万円（△３５．６％）となっている（図７、第２表、第８表）。
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図７　主な魚種別漁獲金額の構成比（％）
４．漁業種類別漁獲数量及び漁獲金額

（１）漁業種類別漁獲数量

漁業種類別漁獲数量の構成比をみると、漁獲数量は「養殖業」が全体の３３．７％（９９，６３１トン）で最も多く、次いで「いか釣漁業」２４．８％、「まき網漁業」２１．０％となっている。

これを前年と比較すると、漁獲数量が増加した主な漁業種類及び数量は、「養殖業」２７，６９８トン（３８．５％）、「沖合底曳網漁業」５，８４１トン（３４．７％）、「大型定置網漁業」１，０７４トン（４４．８％）となっている。

一方、漁獲数量が減少した主な漁業種類及び数量は、「いか釣漁業」１６，５５９トン（△１８．４％）、「まき網漁業」２，３６９トン（△３．７％）、「採藻漁業」
４０４トン（△１１．２％）となっている（第９表）。

（２）漁獲種類別漁獲金額
漁獲種類別漁獲金額の構成比をみると、「いか釣漁業」が全体の２９．１％
（１６６億５，８４５万円）で最も多く、次いで「養殖業」１９．４％、「まき網漁業」８．０％となっている。

これを前年と比較すると、漁獲金額が増加した主な漁業種類及び金額は、「まき網漁業」１５億８，４８４万円（５２．７％）、「刺網漁業」６億０，７５８万円
（３７．２％）、「一本釣漁業」３億９，２２１万円（１５．３％）となっている。

一方、漁獲金額が減少した主な漁業種類及び金額は、「小型機船底曳網漁業」
１億５，１８７万円（△６．０％）、「小型定置網漁業」１億４，８６１万円
（△４．８％）、「棒受網漁業」１億４，２０１万円（△４８．６％）となっている
（第10表）。

５．市町村別漁獲数量及び漁獲金額

（１）市町村別漁獲数量

市町村別漁獲数量の構成比をみると、八戸市が１４２，４９８トンで最も多く全体の４８．２％を占め、次いで平内町１５．５％、青森市６．０％、外ケ浜町５．９％、むつ市５．２％の順となっている。

次に、市町村別漁獲数量を前年と比較してみると、漁獲数量が増加した市町村は、平内町１４，４８２トン（４６．３％）、外ケ浜町７，５３３トン（７５．３％）、　　　　　むつ市３，７７４トン（３２．９％）、東通村３，３８９トン（４０．２％）、蓬田村
２，８５９トン（７６．４％）ほか１３市町村となっている。

一方、漁獲数量が減少した市町村は、八戸市２３，５５０トン（△１４．２％）、
鯵ヶ沢町３５２トン（△２５．９％）、佐井村２４９トン（△２３．０％）、今別町
４５トンとなっている（図８．第11表）。

（２）市町村別漁獲金額

市町村別漁獲金額の構成比をみると、八戸市が２２２億９，０２０万円で最も多く全体の３９．０％を占め、次いで平内町１０．２％、むつ市８．０％、東通村６．７％、外ケ浜町５．２％の順となっている。

次に、市町村別漁獲金額を前年と比較してみると、漁獲金額が増加した市町村は、むつ市８億４，５９７万円（２２．８％）、大間町６億９，３８０万円（３６．５％）、六ヶ所村５億２，７６６万円（５６．７％）、東通村４億８，７８６万円（１４．６％）、外ケ浜町４億０，４６１万円（１５．７％）ほか７市町村となっている。

一方、漁獲金額が減少した市町村は、八戸市５億６，９０５万円（△２．５％）、　　　青森市３億５，５６１万円（△１３．４％）、中泊町１億６，０６０万円（△８．６％）、鰺ヶ沢町１億３，８３７万円（△２３．０％）、深浦町１億０，６１８万円（△３．８％）ほか５市町村となっている（図９．第12表）。
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図８　市町村別漁獲数量の構成比（％）　　　図９　市町村別漁獲金額の構成比（％）
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